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初修外国語 初級中国語

[講義]　第１学年　後期　選択　1単位

《担当者名》呉 秀娟（非常勤講師 go-medtech@hoku-iryo-u.ac.jp）

【概　要】

　ゼロからの学習者を対象とする。中国語の発音とその表記法であるピンインを基礎から学び、特に四声については重点的かつ

丁寧に指導する。その際、学習者が苦手意識を持たないよう配慮しながら、日常生活で役立つフレーズや基本的な文法事項を、

分かりやすく解説し、中国語を「話す楽しさ」を実感できる授業を目指す。また、使用する教科書は医療分野を想定した入門中

国語教材であり、医療のグローバル化を背景として、医療現場で用いられる中国語表現についても学習する。さらに、語学的な

指導にとどまらず、日本と中国の文化や習慣の違いについても紹介し、異文化理解の深化を図る。

【学修目標】

「一般目標」

・中国語の発音およびその表記法を理解し、標準的な発音と初歩的な読み書きができるようになる。

・中国語の初歩的な語彙・文法・表現を理解し、基礎的なコミュニケーション能力を身につける。

・医療現場で用いられる中国語表現のうち、入門レベルの基本表現を理解し、簡単な場面で使うことができる。

「行動目標」

・中国語の発音の仕組みやアクセント（四声）を理解し、正確に発音する。

・中国語の基本的な文法を用いて、簡単な日常会話を行なうことができる。

・医療現場で用いられる基本的かつ定型的な中国語表現を理解し、適切に運用できる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 ガイダンス 中国語とは？ 呉 秀娟

2 発音① 声調（四声）の発音／軽声の発音 呉 秀娟

3 発音② 単母音の発音／複母音の発音 呉 秀娟

4 発音③ 子音の発音 呉 秀娟

5 発音④ nとngの発音／変調／アール化 呉 秀娟

6 発音⑤ 声調記号の付け方／挨拶言葉／数字などの言い方 呉 秀娟

7 外来受付① 人称代名詞／名前の聞き方・答え方 呉 秀娟

8 外来受付② 「請」の使い方 呉 秀娟

9 医療保険の確認① 指示代名詞／動詞「是」 呉 秀娟

10 医療保険の確認② 諾否疑問文と疑問詞疑問文 呉 秀娟

11 問診と病歴① 年齢の聞き方・答え方 呉 秀娟

12 問診と病歴② 一般動詞／助詞「吧」 呉 秀娟

13 診察と検査① 形容詞述語文 呉 秀娟

14 診察と検査② 主述述語文／反復疑問文 呉 秀娟

15 まとめ 後期の総復習 呉 秀娟

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

定期試験60％、平常点（授業の取り組み・小テストや課題の成績など）40％

【教科書】

唐煒・呉秀娟・云肖梅・森若裕子 著『現場から生まれた医療のための入門中国語』（朝日出版社）

【参考書】

必要に応じて授業中に紹介・説明する。

相原茂『はじめての中国語｢超｣入門』（入門書、ソフトバンク新書、2007年）

木村英樹『中国語はじめの一歩 新版』（入門書、ちくま学芸文庫、2017年）
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相原茂ほか『WHY？にこたえるはじめての中国語の文法書 新訂版』（文法書、同学社、2016年）

守屋宏則『やさしくくわしい中国語文法の基礎 改定新版』（文法書、東方書店、2019年）

【備考】

基本的に教科書に沿って進むが、適宜プリントも配布する。

中国の伝統文化や現代中国事情についても、映像資料を使用しながら適宜紹介する。

Google Classroom を利用して学習課題を提示する。

【学修の準備】

各回授業外学修時間は変わるが、平均すると各回60分程度の予習・復習が必要である。授業で習った単語・表現は、教科書付属

の音声ファイルを活用しながら復習すること。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）との関連】

DP10　地域連携や外国語の学修を活かして地域の暮らしや支援に関する深い理解と異文化を理解し尊重する国際性を身につけて

いる。

DP２　豊かな人間性・自立性・創造性・協調性等を身につけている。

上記、心理科学部ディプロマ・ポリシーに適合している。


